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富士市の一日

出生

【Ｒ２(2020)年】

４．４人

死亡

【Ｒ２(2020)年】

７．４人

転入

【Ｒ２(2020)年】

１９．１人

転出

【Ｒ２(2020)年】

１９．１人

結婚

【Ｒ元(2019)年度】

６．９組

離婚

【Ｒ元(2019)年度】

２．０組

ごみ収集量

【Ｒ元(2019)年度】

２１０ｔ

上水道

【Ｒ元(2019)年度】

７．３万 

新富士駅乗車人数

【Ｒ元(2019)年度】

４，６６２人

東名富士インター

【Ｒ元(2019)年度】

〔流出〕７，９８０台

交通事故

【Ｒ元(2019)年】

５．１件

火災

【Ｒ元(2019)年】

０．２件

緊急出動

【Ｒ元(2019)年】

２８．０件

刑法犯

【Ｒ２（2020）年】

３．０件

新東名新富士インター

【Ｒ元(2019)年度】

〔流出〕８，３９１台

新

※ 出生、死亡、転入、転出は日本人と外国人の合計より算出
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市民生活

１ 当たりの人口
（Ｒ２（2020）.12.31）

１，０３０人

１世帯当たりの人口

（Ｒ２（2020）.12.31）

２．３人

１世帯当たりの乗用自動

車台数（Ｒ２(2020）.4.1）

０．９２台

１世帯当たりのごみ

収集量（Ｒ元(2019)年度）

７１５ｋｇ

市職員1人当たりの

市民数

（Ｒ２(2020).4.1）

９１人

消防職員1人当たり

の市民数

（Ｒ２（2020).4.1）

８３１人

教員1人当たりの
児童・生徒数
【小・中・高】

（Ｒ２(2020).5.1）
１６．７人

医師1人当たりの市民

数（H30(2018).12.31）

〔歯科を除く〕 ６５８人

市民1人当たりの

一般会計当初予算

（Ｒ２(2020)年度）

３６４，２０５円

市民1人当たり市税

（Ｒ元(2019)年度）

１８８，４０７円

市民1人当たりの

公園面積

（Ｒ２(2020).3.31）

８．４㎡

警官1人当たりの

市民数

（Ｒ２(2020).4.1）

８２８人

1工場当たりの出荷額
(H30(2018).6.1)

【従業者4人以上】

１，８４８百万円

1商店当たりの年間

商品販売額

（H28(2016).6.1）

卸売業 ７１１百万円

小売業 １４８百万円

― 静岡県内での富士市 ―

面積（市部） 第７位

人口（市部） 第３位

世帯（市部） 第３位
（令和２(2020)年１月）

製造品出荷額 第５位

（平成３０(2018)年）

商品販売額 第４位

（平成２７(2015)年）
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総 人 口 男 女
生産年齢人口
（１５～６４歳）

  年少人口
（０～１４歳）

昭和４５年
(1970年)

180,639 91,125 89,514 5.1% 68.3% 26.6%

平成２７年
(2015年)

248,399 121,901 126,498 26.1% 60.3% 13.5%

富士市の昭和４５(1970)年・平成２７(2015)年の人口ピラミッド

(国　勢　調　査）

昭和４５(1970)年

平成２７(2015)年

 高齢者人口
（６５歳以上）

02,0004,0006,0008,00010,000

０ ～ ４ 歳

５ ～ ９ 歳

１０～１４歳

１５～１９歳

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５～８９歳

９０～９４歳

９５～９９歳

１００歳以上

男

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

女

02,0004,0006,0008,00010,000

０ ～ ４ 歳

５ ～ ９ 歳

１０～１４歳

１５～１９歳

２０～２４歳

２５～２９歳

３０～３４歳

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

７５～７９歳

８０～８４歳

８５～８９歳

９０～９４歳

９５～９９歳

１００歳以上

男

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

女
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年齢３区分別人口構成比

 (国　勢　調　査）

昭和４５（1970）年を１００とする年齢３区分別人口指数

(国　勢　調　査）

26.6% 27.1% 25.8% 23.3% 19.7% 17.7% 16.6% 15.6% 14.7% 13.5%

68.3% 67.1% 67.1% 68.5%
70.5%

70.2% 68.6%
66.3%

63.5%
60.3%

5.1% 5.8% 7.1% 8.2% 9.8% 12.1% 14.8% 18.1% 21.8%
26.1%

昭和45年

(1970)

50
(1975)

55
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60
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平成 2年

(1990)

7
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12
(2000)

17
(2005)
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(2010)

27
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(1980)
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平成2年

(1990)
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(1995)

12
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22
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27
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１５～６４歳

６５歳以上

老年人口

（６５歳以上）

生産年齢人口

（１５～６４歳）

年少人口

（０～１４歳）
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人口・世帯の推移

（各年１２月３１日現在） Ｐ３５・３６参照

人　口　動　態　（日本人のみ）

（各年１２月３１日現在） Ｐ３７～４０参照

5
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（各年３月３１日現在） Ｐ４９参照

国籍別外国人人口（上位５カ国）
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平成28年
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29
(2017)
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31
(2019)

令和2年
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（人）

韓国又は朝鮮

フィリピン

ベトナム

中国

令和2年

(2020)

5,981人

その他
22.9％

韓国又は朝鮮
6.8%

ブラジル
22.1%

フィリピン
17.3%

中国
13.2%

ベトナム
17.7％

ブラジル
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５５日

15.0%

Ｐ３１参照

富士市の気温

富士市の天気

（令和２（2020）年） Ｐ３１参照

２００日

54.6%

１１１日

30.3%

晴 曇 雨

36.7
35.5 35.5 35.2 36.0 
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最高気温 最低気温

℃
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一般会計決算額の推移

Ｐ６７・６８参照

一般会計決算の状況

（令和元(2019)年度） Ｐ６７・６８参照

普通建設事業費等

23.7%

その他 3.3%
補助費等 7.7%

繰出金等 8.5%

物件費 15.9%

公債費 6.6%

扶助費 19.8%

人件費 14.5%

歳 出

地方債 12.0%

国県支出金

22.5%

地方交付税･その他 7.2%

税以外の収入

9.5%

税収入

48.8%

歳 入

歳入
歳入 歳入 歳入

歳入

歳出
歳出 歳出 歳出

歳出

0

200

400

600

800

1,000

1,200

平成27年

(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元

(2019)

（億円）

自
主
財
源

依
存
財
源

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

歳入 ： 歳出
100 ： 97.6

歳入・歳出割合
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経済センサス-活動調査、事業所・企業統計調査

従業者規模別事業所数の割合（民営）
　　Ｐ７３参照 Ｐ７３参照

従業者規模別従業者数の割合（民営）

事業所数・従業者数の推移、産業分類別割合(民営)

Ｐ７２・７３参照

事業所数

従業者数
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(1975)
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(1986)

平成3年

(1991)

8
(1996)

13
(2001)

18
(2006)

24
(2012)

28
(2016)

（万人）（事業所）

10.2%

建設業

6.1%

12.3%

製造業

30.5%

3.6%

運輸，

郵便

8.1%

24.0%

卸売，小売

17.5%

1.6%

金融，保険

1.7%

7.0%

不動産，物品賃貸

1.7%

11.5%

宿泊，

飲食

7.8%

6.9%

医療，

福祉

9.6%

22.9%

16.9%

事業所数

従業者数

１～４人

57.4%５～９人

19.2%

10～19人

12.3%

20～29人

4.5%

30～49人

3.1%

50～99人

1.8%

100人以上

1.1%

派遣・下請業者のみ

0.4%

平成28年
(2016)

事業所数
11,778

１～４人

12.0%

５～９人

12.4%

10～19人

16.6%

20～29人

10.7%

30～49人

11.6%

50～99人

12.2%

100人以上

24.5%

平成28年
(2016)

従業者数
119,139人

その他
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(億円)

工業統計調査

製造品出荷額等の推移

（従業者４人以上の事業所） Ｐ８２・８３参照

平成３０(2018)年産業別製造品出荷額等(上位５分類)

（従業者４人以上の事業所） Ｐ８２・８３参照

その他

化学工業

輸送機械

パルプ・紙

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

12000

12500

13000

13500

14000

14500

15000

15500

16000

平成26年

(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

製造品出荷額等総額

0 1000 2000 3000 4000 5000

生産用機械器具

食 料 品

化学工業製品

輸送機械器具

パ ル プ･ 紙

紙 加 工 品

（億円）

－ 11 －



　　　(兆円)

平成３０(2018)年産業別事業所数・従業者数・製造品出荷額等の割合

(従業者４人以上の事業所） Ｐ８２・８３参照

(従業者４人以上の事業所）

平成３０(2018)年製造品出荷額等における県内上位10市の比較

パルプ・紙

33.1%

輸送機械

18.5%

化学工業

16.2%

食料品

7.2%

生産用機械

4.2%

はん用機械

3.9%

プラスチック製品

3.5%
その他

13.5%

パルプ・紙

26.5%

生産用機械

14.5%

金属製品

9.5%
プラスチック製品

7.6%

はん用機械

5.7%

食料品

5.4%

化学工業

4.1%

輸送機械

4.0%

その他

22.7%

事業所数
775事業所

従業者数
36,555人

パルプ・紙

23.6%

輸送機械

19.0%

食料品

11.3%

化学工業

8.1%

生産用機械

7.3%

はん用機械

5.9%

プラスチック製品

5.9%

金属製品

5.1%

その他

13.9%

製造品出荷額等
1兆4,323億円

0 1 2

沼津市

袋井市

富士宮市

掛川市

牧之原市

富士市

磐田市

湖西市

浜松市

静岡市

※事業所数と従業者数は

令和元(2019)年6月1日時点

－ 12 －



Ｐ９８参照

Ｐ９８参照

国　　勢　　調　　査

一般世帯における持ち家と借家の割合

住宅の建て方別住宅に住む一般世帯数（主世帯）

一戸建

70.5%

長屋建

1.0%

１・２階建

11.5%

３～５階建

13.8%

６階建以上

3.0%

その他

0.2%

69.9%

67.5%

65.8%

65.9%

持家 66.2%

2.9%

3.9%

5.1%

5.5%

その他

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成２７年

(2015)

平成２２年

(2010)

平成１７年

(2005)

平成１２年

(2000)

平成 ７ 年

(1995)

2.9% 24.3％

4.2％ 民営 22.9％

24.5％4.1％

4.0％

3.5％ 25.1％

25.1％

借家 27.1%

28.6%

29.1%

28.6%

27.2%

公営

共同住宅

28.3%

平成２７年

(2015)

９０，５６８世帯
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道路の延長

（令和元(2019)年度末）　P９６参照

保育園児数 放課後児童クラブ利用者数
P１０６参照 P１０７参照

0 500 1000 1500

農 道

市 道

県 道

国 道

全 体

未舗装路
舗装路

（km）

新幹線

新横浜
（29km）

新富士
（146km）

名古屋
（366km）

新大阪
（553km）

岡山
（733km）

広島
（894km）

小倉
（1,108km）

博多
（1,175km）

公
立

私
立

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成28年

(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

令和2

(2020)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成28年度

(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元

(2019)

2
(2020)

東京

（人） （人）
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P１１５参照 P１１５参照

障害者数の推移
P１１２参照

介護保険要介護認定状況
（令和元(2019)年度）　Ｐ１１０参照

国民健康保険の加入状況 国民健康保険税の収納状況
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Ｐ１２３参照

主要死因別死亡者数

Ｐ１２７参照

ごみ処理状況

（令和元(2019)年度） Ｐ１２２参照

し尿処理量

可燃物

85.4％

不燃物

14.6％

収集 56.9%

持込 28.5%

収集 13.4%

持込 1.2%

収集量
76,760ｔ
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再利用 12.4%

埋立他 2.1%
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その他
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埋立ごみ

15.5%

不燃物
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(人）
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中央病院診療状況

Ｐ１２８･１２９参照

入院患者

外来患者

10

15

20

25

平成27年

(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元

(2019)

（万人）

内科

25.7%

泌尿器科

9.5%

産婦人科

8.9%

歯科口腔外科

7.5%

外科

7.0%

耳鼻咽喉科

5.6%

皮膚科

5.4%

循環器科

5.4%

小児科

5.1%

整形外科

4.9%

眼科

4.8%

形成外科

3.5%

その他

6.7%

令和元年度

（2019）

外来患者延人数

２２５，３８１人

内科

43.8%

外科

11.1%

整形外科

9.5%

循環器科

8.8%

泌尿器科

6.5%

産婦人科

6.2%

脳神経外科

4.0%

小児科

4.0%

耳鼻咽喉科

2.3%

その他

3.7%

令和元年度

（2019）

入院患者延人数

１５４，４５５人
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中学校・高等学校卒業後の進路割合

（令和２(2020)年） Ｐ１４４・１４５参照

幼稚園児・児童・生徒数の推移

Ｐ１３４参照

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

平成28年

(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元年

(2019)

2
(2020)

高校進学者

98.0%

就職者

0.5%

専修学校等

0.0% 無職者等

1.4%

中学校

2,333人

大学進学者

60.3%

就職者

20.8%

専修学校

(専門課程）

16.5%

専修学校

(一般課程）

0.3%

無職者等

2.1%

高等学校

1,608人

（人）
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図書館別蔵書冊数

（令和元(2019)年度） Ｐ１４８参照

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000

語学

宗教哲学

産業

総記

自然科学

歴史・地理

工業

社会科学

芸術

文学

中央図書館 西図書館 東図書館 富士文庫

(冊）

中央図書館

789,301 

西図書館

123,376 

東図書館

70,324 

富士文庫

114,816 

令和元年度

(2019)

蔵書総数

１，０９７，８１７冊
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博物館利用者数の推移

Ｐ１５１参照

下水道の普及状況
Ｐ１５６参照

3

4

5

6

7

8

9

10

平成27年度

(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元(2019)

（万人）

大人

76.3%

小人

23.7%

令和元年
度

(2019)
68,310人

（％）

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

平成27年

(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元

（2019）

人口普及率

面積普及率
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JR東海各駅１日当たりの乗車人数

（令和元(2019)年度） Ｐ１５９参照

ＪＲ富士駅１日当たりの貨物量

Ｐ１６２参照

4,662 

1,329 

3,291 

7,788 

1,480 

466 

1,104 

964 

452 

0 5,000 10,000

新富士駅

東田子の

浦駅

吉原駅

富士駅

富士川駅

柚木駅

竪堀駅

入山瀬駅

富士根駅

（人）

発
送
量

到
着
量

0

200

400

600

平成27年度

(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元

(2019)

（ｔ）
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種類別自動車保有台数

Ｐ１６３参照

田子の浦港出入貨物状況

（令和２(2020)年） Ｐ１６２参照

トラック・バス

軽自動車 二輪車

その他

0 5 10 15 20

２

(2020)

令和元

(2019)

３０
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２９
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平成２８年
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（万台）
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（万ｔ）

乗用車
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（万ｔ）

輸入

移出

輸出

移入

外貿貨物 内貿貨物
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青少年街頭補導状況

（令和２(2020)年）　Ｐ１７６参照

救急車出動件数

（令和元(2019)年） Ｐ１７４参照

月別火災発生件数

（令和元(2019)年） Ｐ１７２・１７３参照

Ｐ１７５参照

刑法犯発生件数

0

5

10

15

1月 3 5 7 9 11

（件）

急病人

57.7%

一般負傷

11.8%

交通事故

7.7%

労働災害

1.3%

自損行為

1.2%

火災

0.7%
その他

19.6%

総 数
10,265件

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成28年

(2016)

29
(2017)

30
(2018)

令和元年

(2019)

2

（2020）

（件）

喫煙

226人

33.2%

深夜はいかい

218人

32.0%

不良交友

145人

21.3%

飲酒

50人

7.3%

その他

42人

6.2%

総 数
681人
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Ｐ１８７参照 Ｐ１８７参照

公害苦情発生件数

（令和元(2019)年度） Ｐ１８２参照

公害健康被害者

年齢別認定状況
（令和元(2019)年度） Ｐ１８５参照

市民相談件数 特別相談件数
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65.8%市長への

手紙

17.3%

生活環境緊急

整備事業

11.5%

交通相談

2.6%

市政相談

1.5%

陳情・要望

1.3%

令和元年度
(2019)
2,188件
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外国人

94.8%

弁護士

2.3%

司法書士

0.7% その他

2.1%

令和元年度
(2019)
8,285件

（件） （件）

30～34歳

1%

35～39歳

11%

40～44歳

18%

45～49歳

22%50～54歳

13%

55～59歳

6%

60～64歳

3%

65歳～

27%

補償法適用者総数

343人
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－ 24 －



※入場者数 ※利用回数

※利用者数 ※入場者数

Ｐ１９３参照 Ｐ１８９参照

「ロゼシアター」利用状況 「ふじさんめっせ」利用状況

Ｐ１９１参照 Ｐ１９２参照

「交流プラザ」利用状況 「ラ・ホール富士」利用状況

会議室兼

小展示場３

20.6%

会議室兼

小展示場２

20.4%

会議室兼

小展示場１

20.3%

展示場２

12.2%

展示場１

11.7%

展示場３

9.6%

屋外展示場

5.1%

大ホール

27.5%

中ホール

18.3%
小ホール

12.9%展示室Ａ

6.4%

展示室B

5.3%

特別展示室

5.1%

会議室・その他

24.5%

令和元年度
(2019)
2,409回

令和元年度
(2019)
344,087人

多目的ホール

19.3%

研修室

16.8%

会議室

14.4%
軽体育室

9.6%
文化教養室

8.1%

視聴覚室

6.0%

トレーニング

ルーム

5.7%

工芸実習室

5.0%

音楽室

3.6%

技能講習室

2.7%

その他

8.7%

多目的

ホール

38.9%

会議室１

（展示室）

14.1%
会議室３

8.4%

ギャラリー

8.0%

会議室２

7.3%

練習室１

7.0%

会議室４

4.6%

練習室３

2.3%

練習室２

1.7%

会議室５

1.5%
控室

6.3%

令和元年度
(2019)
165,747人

令和元年度
(2019)
106,266人
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(令和元（2019）年度） Ｐ１９０参照

運動施設利用状況（利用者数）

88,171 

10,763 

19,520 

80,540 

6,119 

15,836 

27,701 

240,384 

15,767 

35,156 

55,203 

112,057 

17,237 

22,638 

58,919 

59,720 

61,948 
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富士球場

運動広場

陸上競技場

温水プール

テニス場 富士総合運動公園

富士市立体育館

富士川体育館
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